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第
七
章
を
削
り
、
第
六
章
を
第
七
章
と
し
、
第
五
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
六
章

特
許
権
の
移
転
の
特
例

（
特
許
権
の
移
転
の
特
例
）

第
四
十
条
の
二

特
許
法
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
許
権
の
移
転
の
請
求
は
、
自
己
が
有
す
る
と
認
め

る
特
許
を
受
け
る
権
利
の
持
分
に
応
じ
て
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
六
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
一
群
の
請
求
項
）

第
四
十
六
条
の
二

特
許
法
第
百
二
十
六
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
関
係
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

一

一
の
請
求
項
の
記
載
を
引
用
す
る
他
の
請
求
項
の
記
載
を
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
請
求
項
以
外
の
請
求
項
が
引

用
す
る
、
又
は
引
用
す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
関
係

二

一
の
請
求
項
の
記
載
を
複
数
の
請
求
項
が
引
用
す
る
関
係

三

複
数
の
請
求
項
（
訂
正
審
判
又
は
第
百
三
十
四
条
の
二
第
一
項
の
訂
正
の
請
求
が
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）の

記
載
を
そ
の
他
の
請
求
項
が
引
用
す
る
関
係

四

一
の
請
求
項
の
記
載
を
他
の
請
求
項
が
引
用
す
る
関
係
又
は
前
三
号
の
関
係
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
又
は
複
数

の
関
係
が
、
当
該
関
係
に
含
ま
れ
る
請
求
項
を
介
し
て
他
の
一
又
は
複
数
の
関
係
と
一
体
と
し
て
特
許
請
求
の

範
囲
の
全
部
又
は
一
部
を
形
成
す
る
よ
う
に
連
関
し
て
い
る
関
係

（
請
求
の
趣
旨
及
び
そ
の
理
由
の
記
載
）

第
四
十
六
条
の
三

特
許
法
第
百
三
十
一
条
第
三
項
（
同
法
第
百
三
十
四
条
の
二
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
請
求
の
趣
旨
の
記
載
は
、同
法
第
百
二
十
六
条
第
三
項（
同

法
第
百
三
十
四
条
の
二
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
は
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
）
及
び
第
四
項
（
同
法

第
百
三
十
四
条
の
二
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
適
合
す
る
よ
う
に
記
載
し
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

特
許
法
第
百
三
十
一
条
第
三
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
請
求
の
理
由
の
記
載
は
、
請
求
項

ご
と
に
請
求
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
訂
正
し
た
特
許
請
求
の
範
囲
に
記
載
さ
れ
た
請
求
項
ご
と
（
一
群
の
請

求
項
ご
と
に
請
求
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
請
求
項
を
含
む
一
群
の
請
求
項
ご
と
）
に
明
細
書
又
は
図
面

の
訂
正
と
の
関
係
を
記
載
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
七
条
第
三
項
中
「
第
百
三
十
四
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
百
三
十
四
条
の
二
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
の
六
中
「
第
百
三
十
四
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
百
三
十
四
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
五
十
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
訂
正
の
請
求
の
取
下
げ
）

第
五
十
条
の
二
の
二

特
許
法
第
百
三
十
四
条
の
二
第
七
項
の
訂
正
の
請
求
の
取
下
げ
は
、
様
式
第
六
十
五
の
五
の

二
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
条
の
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
訂
正
の
請
求
の
取
下
げ
の
通
知
）

第
五
十
条
の
五
の
二

特
許
法
第
百
三
十
四
条
の
二
第
七
項
の
訂
正
の
請
求
の
取
下
げ
が
あ
つ
た
と
き
は
、
審
判
長

は
、
そ
の
旨
を
相
手
方
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
条
の
六
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
審
決
の
予
告
）

第
五
十
条
の
六
の
二

特
許
法
第
百
六
十
四
条
の
二
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
き
は
、
被
請
求
人
が
審

決
の
予
告
を
希
望
し
な
い
旨
を
申
し
出
な
か
つ
た
と
き
で
あ
つ
て
、
か
つ
、
次
に
掲
げ
る
と
き
と
す
る
。

一

審
判
の
請
求
が
あ
つ
て
審
理
を
開
始
し
て
か
ら
最
初
に
事
件
が
審
決
を
す
る
の
に
熟
し
た
場
合
に
あ
つ
て

は
、
審
判
官
が
審
判
の
請
求
に
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
又
は
特
許
法
第
百
三
十
四
条
の
二
第
一
項
の
訂
正

の
請
求
（
審
判
の
請
求
が
さ
れ
て
い
る
請
求
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
認
め
な
い
と
き
。

第
二
章
及
び
第
二
章
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
章

削
除

第
十
九
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で

削
除

第
二
十
四
条
の
三
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
他
の
請
求
項
」
の
下
に
「
の
記
載
」
を
加
え
る
。

第
二
十
五
条
の
七
第
一
項
中
「
第
三
十
六
条
の
二
第
二
項
」
の
下
に
「
又
は
第
四
項
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
三

項
を
加
え
る
。

４

特
許
法
第
三
十
六
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
翻
訳
文
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
内

に
様
式
第
三
十
一
の
九
に
よ
り
作
成
し
た
回
復
理
由
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
項
の
回
復
理
由
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
特
許
法
第
三
十
六
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
が

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
許
庁
長
官
が
、
そ
の
必
要
が
な
い
と

認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６

第
四
項
の
回
復
理
由
書
の
提
出
は
、
二
以
上
の
事
件
に
係
る
回
復
理
由
書
に
つ
い
て
、
当
該
書
面
の
内
容
（
当

該
回
復
理
由
書
に
係
る
事
件
の
表
示
を
除
く
。）が
同
一
の
場
合
に
限
り
、
一
の
書
面
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
七
条
の
三
の
二
中
「
第
三
十
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
中
「
第
三
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
」
を
「
第
三
十
条
第
二
項
」
に
、「
第
三
十
条

第
四
項
」
を
「
第
三
十
条
第
三
項
」
に
、「
同
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
」
を
「
同
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
五
第
一
項
中
「
第
三
十
六
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
三
十
六
条
の
二
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
中
「
第
三
十
九
条
第
七
項
」
を
「
第
三
十
九
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
中
「
。
以
下
「
大
学
等
技
術
移
転
促
進
法
」
と
い
う
。」を
削
り
、「
、
産
業
活
力
の
再
生

及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
を
「
若
し
く
は
産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
に
改
め
、「
第
五
十
七
条
」
の
下
に
「
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
、」を
加
え
、「
第
十

七
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
、
第
十
号
及
び
第
十
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、」を

「
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
（
同
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る

者
が
出
願
審
査
の
請
求
を
す
る
と
き
に
限
る
。）は
、」に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
七
条
第
二
項
第
六
号
か
ら
第

九
号
ま
で
又
は
第
十
八
条
」
を
「
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
（
同
条
第
一
項
第
四

号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
者
が
出
願
審
査
の
請
求
を
す
る
と
き
に
限
る
。）、
又
は
同
法
第
十
八
条
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
の
見
出
し
及
び
同
条
中
「
正
当
権
利
者
」
を
「
特
許
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
」
に
改
め
、
同
条

中
「
承
継
し
な
い
者
で
あ
る
」
を
「
有
し
て
い
な
い
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
中
「
第
百
八
十
四
条
の
四
第
四
項
」
を
「
第
百
八
十
四
条
の
四
第
六
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

２

特
許
法
第
百
八
十
四
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
翻
訳
文
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間

内
に
様
式
第
三
十
一
の
九
に
よ
り
作
成
し
た
回
復
理
由
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
回
復
理
由
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
特
許
法
第
百
八
十
四
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由

が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
許
庁
長
官
が
、
そ
の
必
要
が
な
い

と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

第
二
項
の
回
復
理
由
書
の
提
出
は
、
二
以
上
の
事
件
に
係
る
回
復
理
由
書
に
つ
い
て
、
当
該
書
面
の
内
容
（
当

該
回
復
理
由
書
に
係
る
事
件
の
表
示
を
除
く
。）が
同
一
の
場
合
に
限
り
、
一
の
書
面
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
八
条
の
十
三
の
二
第
一
項
中
「
第
百
八
十
四
条
の
四
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
四
項
」
を
加
え
る
。

第
三
十
八
条
の
十
六
第
三
号
中
「
登
録
し
た
」
を
削
る
。
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